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林陸雄教授略歴
1940年３月10日　　福井県福井市に生まれる
1958年３月　　　　大阪府立佐野高等学校卒業
1963年３月　　　　桃山学院大学経済学部経済学科卒業（経済学士）
1963年４月　　　　八代学院高等学校社会科教諭（1968年３月まで）
1971年３月　　　　大阪市立大学大学院家政科修士課程修了（家政学修士、児童学専攻）
1971年４月　　　　堺市立教育研究所教育相談員に就任（1972年５月迄）
1972年６月　　　　 堺市立解放会館教育相談ホール相談員に就任（教育相談担当、
1974年９月迄）
1974年10月　　　　同ホール室長代理に就任（1976年５月迄）
1976年６月　　　　 堺市保育部保育指導課主幹に就任（1979年３月迄、統合保育指導
担当）
1979年４月　　　　 桃山学院短期大学幼児教育学科専任講師に就任（心理学系科目担
当）、入試委員長代理に就任
1980年４月　　　　入試委員長に就任（1982年迄）
1982年４月　　　　同助教授に昇任
1983年４月　　　　教務委員長に就任、短期大学評議員に就任（1986年３月迄）
1983年５月　　　　本学院法人評議員に就任（1985年４月迄）
1988年４月　　　　 同教授に昇任（1990年３月迄）、総合研究所長に就任、短期大学評
議員に就任（1992年３月迄）
1988年５月　　　　本学院法人評議員に就任（1989年４月迄）
1989年４月　　　　桃山学院教育研究所次長に就任
1989年５月　　　　本学院法人評議員に就任（1990年４月迄）
1990年４月　　　　桃山学院大学文学部助教授に就任（教職課程科目担当）
1991年４月　　　　教職課程委員長に就任
1993年４月　　　　文学部教授に就任
1993年４月　　　　入試委員会委員に就任
1994年４月　　　　入試委員会次長に就任（1995年３月迄）
1995年４月　　　　教職課程委員長に再任（1996年３月迄）
1996年４月　　　　 海外研修（インドネシアにおける社会福祉に関する調査研究、
1997年３月迄）
1997年４月　　　　総合研究所委員に就任（1999年３月迄）
1999年４月　　　　経済学部に転任
1999年４月　　　　教職課程再課程申請準備委員会作業部会長に就任（2000年３月迄）
2000年４月　　　　自己評価委員会委員長に就任（2001年３月迄）
2001年４月　　　　教職課程再課程申請準備委員会作業部会長に再任（2002年３月迄）
2002年４月　　　　教職課程委員長に再任（2005年３月迄）
2005年10月　　　　 海外研修（インドネシアにおける社会福祉に関する調査研究、
2006年９月迄）
2007年４月　　　　教職課程委員会次長に就任（2008年３月迄）
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2008年４月　　　　キリスト教センター長に就任（2010年３月迄、人権問題委員兼務）
学内教育活動
１．既担当科目（ 社会科・公民科教育法、福祉科教育法、教職概論、教育相談、生徒指導法、
特別活動論＝教科外教育の研究、教育実習、教職演習、教育心理学、
学校図書館論Ⅲ、学校図書館論Ⅳ、専門演習、論文指導、世界市民、
心理学、教育・心理学特講─不登校・いじめ問題）
２．課外活動（陸上競技部長、釣研究会顧問）
３．国際ワークキャンプ支援（1990年以降、毎年、引率またはボランティアとして参加）
所属学会（2010年３月現在）
日本教育学会、日本教育心理学会、日本教師教育学会、全国・阪神地区私立大学教職
課程研究連絡協議会
学会活動
1991年５月　　　　阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会幹事（1993年４月迄）
1995年５月　　　　阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会幹事（1996年４月迄）
1995年５月　　　　全国私立大学教職課程研究連絡協議会代議員（1996年４月迄）
2002年５月　　　　阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会幹事（2005年４月迄）
2007年５月　　　　阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会幹事（2008年４月迄）
社会活動
１．槇尾中学校校区校園長会（６校園会）（1999年～2004年、2007年～2009年）
　　　　　　「月１回の定例会」
２．槇尾中学校地域教育推進協議会副会長（1999年～2004年、2007年～2009年）
３．石尾中学校地域教育推進協議会顧問（2000年～2004年、2007年～2009年）
４．南松尾中学校地域教育推進協議会顧問（1999年～2004年）
５．大阪府立横山高等学校学校評議員（2003年～2004年）
６．南松尾小・中学校学校協議会委員（2007年～2009年）
地域の教育活動支援のための講演および活動
１．槇尾中学校区「はばたけ槇尾っ子」子育て講座
　　第１回（2000年10年14日）「２・３歳児の子育ての要諦」
　　第２回（2000年12月２日）「過保護・過干渉と子どもの育ち」
　　第３回（2001年２月３日）「親の役割・なすべきこと」
　　第４回（2001年６月16日）「子育てで困っていることはなにでしょうか？」
　　第５回（2001年７月７日）「今からでも遅くない、心豊かな子殿を育てるために」
　　第６回（2001年10月20日）「しつけの基本とは、胸のうちをときほぐそう」
　　第７回（2002年２月16日）「子どもの遊びと子育て」
　　第８回（2002年６月１日）「まずは、体ほぐしから」
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　　第９回（2002年10月26日）「子どもと一緒に描いてみよう」
　　第10回（2003年２月15日）「子どもと体遊びを楽しもう」
　　第11回（2003年６月28日）「いま子育てから何が見えますか」
　　第12回（2003年10月25日）「不思議な積み木から、親子で何を発見しますか」
　　第13回（2004年２月14日）「 リングと鎖、小石、生卵。これから、親子で何を発見
しますか」
　　第14回（2004年６月26日）「手作りおもちゃを紙で作ってみよう」
　　第15回（2004年10月23日）「親子関係を振り返ってみよう」
　　第16回（2005年２月19日）「お誕生日カードを作ろう」
２．南松尾校区「さわやかネットワーク」子育てフリートーキング
　　第１回（2001年２月１日）「体あそびを楽しんで、子育てについて語ろう」
　　第２回（2001年７月７日）「胸のうち」
　　第３回（2002年２月６日）「体遊び、子育てについて」
　　第４回（2002年７月９日）「遊園地ごっこ、子育てについて」
　　第５回（2003年２月６日）「体ほぐし、子育てについて」
　　第６回（2003年７月11日）「なかよし探検、子育てについて」
　　第７回（2004年１月26日）「人形劇を一緒に楽しんで、子育てについて語ろう」
　　第８回（2004年６月23日）「ゲームで遊ぼう、子育てについて」
３．各校での講演
　　１． 南松尾中学校　子育て講演（2001年６月６日）「子育て・親育て。それはどん
なこと」
　　２．光明台中学校区　かがやけ子ども」推進協議会主催講演（2001年11月24日）
　　　　「楽しみましょう　子育てを！」
　　３．南池田小学校就学講話（2002年２月13）「巣立ちと見守り」
　　４．北池田小学校就学講話（2003年２月18日）「子どもと向かい合った共育を」
　　５．竹城台小学校就学講話（2004年２月17日）「子育ては親育て」
４．教育活動支援プログラムの推進
　　１． 地域の諸学校の教育活動を支援するための学生派遣プログラムの推進（2000
年～2004年）
　　２．放課後チューター（2003年～2004年）「文部科学省からの委託研究事業の推進」
　　３． まなびング・サポータ（2003年～2004年）「大阪府教育委員会の学校教育支援
プログラムの推進」
　　４．石尾っ子ふれあいフェスタ（2001年～2004年、2006年～2009年）の推進
　　５．槇尾のふれあいコンサート（2000年～2004年、2006年～2009年）の推進
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林陸雄教授主要著作目録
著作目録
著書・論文（2010年３月現在）
Ⅰ．著書（共著）
１． 『自閉症児の治療教育』（山松質文編、山松質文他）岩崎学術出版社、1975年２月．「ト
ランポリンをこの上なく好む少女」を分担．
２． 『へこきかっぱとぶたごりら』（本田健一、村上邦彦、林陸雄）ファースト企画、
1989年８月．「“ともに生き会う”関係の創造」を分担．
３． 『人間の医療の実践』（大段智亮）サンルート・看護研修センター、1994年６月。「筋
ジストロフィ症児A君兄弟から学んだ人間理解の原点」を分担。
４． 『アジアの人々の協働から学ぶ』（稲別正晴他）聖公会出版、1997年２月．「世界市
民としての意識形成」を分担．
Ⅱ．論文
１． 「自閉症児理解に関する一考察」─ミュージック・セラピイによる一自閉症児への
アプローチ─（大阪市立大学・修士論文）、1971年３月．
２． 「人物画にみられる脳損傷児の描画特徴について」（堺市教育研究所『研究報告集』）、
1973年３月．
３．「問題行動を示す児童の理解と指導」（堺市教育研究所『研究報告集』）、1973年３月．
４． 「被保育経験と発達の関連性について」（共著）（桃山学院短期大学『紀要』第９号）、
1982年３月．
５． 「本学保育学生の意識について」（桃山学院短期大学『瀬戸内産業文化研究』第６号）、
1982年３月．
６． 「新居浜市の衛生動向」（桃山学院短期大学『瀬戸内産業文化研究』第９号）、1985
年３月．
７． 「新居浜市における‘いじめ’の実態」（桃山学院短期大学『紀要』第14号）、1987
年３月．
８． 「社会福祉に関する地域住民の意識について」（桃山学院短期大学『総合研究所紀要』
第３号）、1988年３月．
９． 「今治市民が意識している福祉課題について」（桃山学院短期大学『総合研究所紀要』
第５号）、1990年３月
10． 「社会福祉に関する地域住民の意識について（２）」（桃山学院短期大学『総合研究
所紀要』第５号）、1990年３月
11． 「婦人の職業的社会参加と自立意識」（桃山学院短期大学『総合研究所紀要』第５号）、
1990年３月．
12． 「職業選択とその社会経済的背景」（桃山学院大学『キリスト教論集』第31号）、
1995年３月．
13． 「教師教育の一例：学生による授業評価」（桃山学院大学『人間科学』第９号）、
1995年９月．
14． 「教科外教育の研究における障害児理解の内容と方法」（全国私立大学教職課程研
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究連絡協議会『教師教育研究』第９号）、1996年７月．
15． 「インドネシアにおける貧困と養護施設の現状」（桃山学院大学『キリスト教論集』
第33号）、1997年３月．
16． 「インドネシアの教育事情Ⅰ：中学校教育の義務化と未就学問題」（桃山学院大学『人
間科学』第12号）、1997年３月．
17． 「インドネシアにおける義務教育完全実施の経緯」（阪神地区私立大学教職課程研
究連絡協議会『阪神教協リポート』No.21）、1998年３月．
18． 「インドネシアの教育事情Ⅱ：就学問題と自主学習プログラム」（共著）（桃山学院
大学『キリスト教論集』第36号）、2000年３月．
19． 「インドネシア・バリ島における子どもの栄養状態と発育問題」（共著）（桃山学院
大学『キリスト教論集』第37号、2001年３月．
20． 「教職課程における地域連繋の新たな試み─教育実習の工夫」（『桃山学院大学総合
研究所紀要』第27巻第３号）、2002年 ３月．
21． 「教員養成における地域連携」（全国私立大学教職課程研究連絡協議会『教師教育
研究』第15号）、2002年 ５月．
22． 「インドネシア・バリ島における子供の栄養状態と発育問題（２）」（『桃山学院大
学総合研究所紀要』第29巻第３号）、2004年 ２月．
23． 「インドネシア・バリ島における子供の栄養状態と発育問題（３）」（共著）（『桃山
学院大学総合研究所紀要』第30巻第２号）、2004年12月．
24． 「インドネシア・バリ島における子供の栄養状態と発育問題（４）」（共著）（『桃山
学院大学総合研究所紀要』第30巻第２号）、2005年11月．
25． 「桃山学院大学と和泉市による地域連携活動の推移―和泉方式の特性―」（共著）（『桃
山学院大学総合研究所紀要』第32巻第２号）、2007年１月．
26． 「インドネシア共和国における貧困と低教育水準―その悪循環克服の試み―」（『桃
山学院大学キリスト教論集』第43号）、2007年３月．
27． 「桃山学院大学における国際ワークキャンプの課題と展望」（『桃山学院大学キリス
ト教論集』第43号）、2007年３月．
28． 「インドネシア・バリ島における子どもの栄養状態と発育問題（５）」（桃山学院大
学『キリスト教論集第＊号』、2010年３月．
Ⅲ．翻訳
１． 「インドネシア共和国　パケッAプログラムとパケッBプログラムに関する教育文
化大臣決定第0131／U／1994号」（共訳）（桃山学院大学『人間科学』第16号）、
1999年１月．
２． 「教育プロジェクトのモニターとその評価」（共訳）（桃山学院大学『キリスト教論集』
第35号）、1999年３月．
３． 「1991年12月31日付　学校外教育についてのインドネシア共和国政府規定1991年第
73号」（共訳）（『桃山学院大学総合研究所紀要』第24巻第３号）、1999年３月．
４． 「インドネシアにおける学校保健関連資料集１：―インドネシアにおける子どもの
健康問題に関するKOMPASの新聞記事より―」（『桃山学院大学総合研究所紀要』
第33巻第３号）2008年３月．
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口頭発表・研究ノート・その他
１）口頭発表
１． 自閉症児に対する家庭訪問治療①家庭訪問治療の治療的意義（共同） 
日本臨床心理学会第５回大会　1969年10月
２． 自閉症児に対する家庭訪問治療②来所療法との関連（共同） 
日本臨床心理学会第５回大会　1969年10月
３． 自閉症児に対するミュージック・セラピイ（共同） 
日本臨床心理学会第５回大会　1969年10月
４． 情緒障害児の教育に関する問題提起 
近畿地区教育研究所連盟研究大会　1972年10月
５． 学習困難児についての一考察（共同） 
72年度学校保健学会　1972年10月
６． 脳損傷児にみられる人物画の描画特徴について 
近畿地区教育研究所連盟研究大会　1973年10月
７． 障害者の生存権の保障について（共同） 
近畿地区教育研究所連盟研究大会　1974年10月
８． 「教育外科教育の研究」における障害児理解の内容と方法 
全国私立大学教職課程研究連絡協議会研究大会　1995年５月
９． インドネシアの教育あれこれ 
阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会課題研究会報告　1997年10月
10． 地域連携を中心にした教育実習 
阪神地区私立大学教職課程研究連絡協議会課題研究会報告　2000年10月
11． 教職課程における地域連携の新たな試み──教育実習の工夫 
全国私立大学教職課程研究連絡協議会研究大会　2002年５月
12． 桃山学院大学と和泉市による地域連携活動の推移──和泉方式の特性 
（共同）　全国私立大学教職課程研究連絡協議会研究大会　2006年５月
２）研究ノート
１． 教職課程履修学生の意識変化『桃山学院大学人間科学』第３号 
1992年３月
２． バリ・スカラシップの意義と今後の展望『桃山学院大学キリスト教論集』 
1992年３月
３）その他
１． 「情緒障害児といわれるT君との取り組み」（堺市教育委員会指導資料９号『心身障
害児の理解と指導』）、1972年９月．
２．『社会科教育法・教科新聞』、1991年３月．
３．『社会科・公民か教育法教科新聞』、1992年３月．
４．『教科教育法・教科新聞』、1993年３月．
５．『教科教育法・教科新聞』、1994年３月．
６．『教科外教育ウィクリー』、1994年３月．
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７． 「バリ島での看護と医療Ⅰ：余生を見守る家族の絆」（看護人間学つうしんNo．
65）、1996年11月．
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